
Ⅰ．埼玉県の酒造りの歴史

■はじまり
　埼玉県の酒造りの起源は明確ではありません
が、古来から比較的温暖な気候に恵まれた関東平
野から生産される優良米を使って、利根川水系、
荒川水系の清冽な水の供給によって、清酒を醸造
したことにはじまります。
　熊谷を中心とする県北地区では、寛永年間（1624
～ 1643 年）から正徳年間（1711 ～ 1715 年）
にかけて、既に十数軒の醸造元があったと伝えら
れます。当時の熊谷は大消費地の江戸に近い醸造
地として知られ、利根川や荒川を利用して江戸に
出荷していました。
　埼玉県酒造組合に加盟する 34 酒蔵の平均創業
年数は約 180 年で、古くは江戸時代前期創業の蔵
元があります。

■江戸時代
　埼玉県の酒造りが、現在の基盤を築いたのは江
戸時代とされています。江戸時代のお酒は大変高
価であり、人気の高かった灘の酒は江戸に運ばれ、
「下り酒」として、武士階級に飲まれていました。

　江戸時代後期に「勝手造り令」が出されると、
酒造りへの新規参入が可能となりました。そのた
め、在郷で酒造りをする人が増加し村々に広まっ
ていきました。酒造りに着手したのは主に地主層
で、小作米の余剰分を使って酒造りを行っていま
した。
　江戸時代、物資は主に船によって運ばれました。
海がない埼玉県域では、もっぱら直接江戸に通じ
る河川が利用されました。舟運に用いられた新河
岸川、利根川、荒川、古利根川、見沼代用水など
の河岸には、物資の荷揚げ場である河岸場が発達
し、近代になり鉄道などによる陸上の大量輸送が
始まるまでは、作られた清酒は舟運によって大消
費地の江戸へ運ばれました。
■明治時代以降
　埼玉県は酒造業の大産地であったがゆえに、兵
庫県の灘地域に対するライバル意識が強いものが
ありました。その理由は東京に隣接しているため、
灘の白鶴、白鷹、日本盛、菊正宗、沢の鶴といっ
たブランドと市場が競合していたからです。この
ため、埼玉県の酒造家は、1875（明治８）年に、
いち早く酒造組合を結成しました。この酒造組合
は、灘の酒に対抗するため、組合の規模を拡大さ
せていき、東日本や全国規模の組合設立に向けて
大きな役割を果たしました。

江戸は 100 万人の大都市で、多くの庶民も嗜好し、
関東平野で米の生産が盛んな現在の埼玉、栃木、
茨城等で清酒が造られるようになり、「地回り酒」
として発展しました。
　埼玉県の酒造りの発展に関しては、近江商人と
越後の酒造家の果たす役割が大きかったと言われ
ています。とくに近江商人は、中山道における定
宿とその商業資本の蓄積によって酒造株、醸造株
を取得し、醸造業に従事する者が多かったとされ、
飯能、大宮、久喜、忍（現行田市）、熊谷、深谷、
本庄、寄居、秩父などの地域に及び、中山道を中
心とした県北地域と県南の一部を支配しつつ、清
酒醸造の地盤を形成していきました。
　また、埼玉県では江戸幕府の酒税制度政策に対
して、同業意識強化の必要性から、酒造仲間が結
成され、酒造りの発展に果たした役割も大きかっ
たとされています。
　江戸時代、米は経済の根幹を成すものであり、
米価の調節は幕府にとって重要な課題でした。そ
のため、大量の米を使用、加工する酒造業に対し
ては、厳しい統制が敷かれました。米の豊作と凶
作によって、酒造りは奨励と規制が繰り返されま
した。
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ぶぎん地域経済研究所  調査事業部 主任研究員　佐久間　康弘

コラム　■酒造統制
　酒造りに関する幕府の方針は度々変わりま
したが、主な要因は米の出来高によるもので、
豊作で余剰米ができる年には奨励し、不作の
年は厳しく制限しました。幕府にとっては、
酒造りよりも米の供給と価格の安定が優先さ
れました。
【制限令】
寒造り以外の禁、減醸令、
酒株の設定
【奨励令】
勝手造り令、藩造酒の許可

　記録によると、明治 20 年代の酒造業者数は
440 あり、約 10 万石の清酒を生産していたとさ
れています。その後、大正、昭和と進むにつれて、
業者の数はだんだん減ってきましたが、生産高そ
のものは維持していました。しかし、太平洋戦争
とともに、業者数、生産高とも激減、1944（昭和
19）年には、政府の企業整備計画により、県内の
酒造場は72業者、2万 7200石にまで大きく減少、
戦前のレベルに回復したのは、1970( 昭和 45) 年
頃のことになります。

　「埼玉産業歴史探訪」シリーズ第 6回目は、「酒造り」を取り上げます。埼玉県の 2017（平成

29）年度の清酒出荷量は、全国４位で「関東一の酒どころ」です。埼玉県の酒造りの歴史は古く、

埼玉県の酒蔵の平均創業年数は約 180 年となっています。今号では、埼玉県の酒造りの歴史と「酒

どころ埼玉」の地酒の品質・知名度向上に向けた取組みなどについて触れてみたいと思います。

四季の変化がはっきりしている日本では、

豊かな自然の風物に恵まれ、節句や盆正月

などの年中行事を大切にし、それらの行事

の中で、季節を生かした料理とともに、お

酒を楽しんでいました。

江戸時代の年中行事

さいたま市立博物館発行「さいたまの酒造り」をもとに当研究所作成
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Ⅱ．関東一の酒どころ  埼玉県

■清酒の出荷量は全国 4 位
　1970 年代以降の埼玉県における清酒
の出荷量の推移をみると、1988( 昭和
63) 年度に戦後ピークの 43,744 ｷﾛﾘｯﾄﾙ
を確保した後、減少傾向を続け、2007

（平成 19）年度には 2 万ｷﾛﾘｯﾄﾙを下回り
ましたが、その後は 2 万ｷﾛﾘｯﾄﾙ台を維持
しています。全国順位も、2000（平成
12）年度の 8 位から順位を上げ、2017

（平成 29）年度は、出荷量 21,233 ｷﾛﾘｯﾄﾙ、
全国 4 位と「関東一の酒どころ」の地位
を確保しています。
　埼玉県酒造組合に加盟する埼玉県内の酒蔵の数
は、1963（昭和 38）年には戦後ピークの 78 蔵
を数えましたが、消費量の減少とともに減少傾向
を辿り、現在は 34 蔵となっています。
　埼玉県酒造組合では、「酒どころ埼玉」の地酒の
更なる品質向上・知名度の浸透を図るため、次代
を担う若手杜氏の育成や、埼玉の地酒のＰＲや消
費拡大に向けた様々な取組みに注力しています。

■彩の国の豊かな風土と技術に育てられた “ 彩の酒 ”
「彩の国酒造り学校」
　次代を担う杜氏を育成するため埼玉県酒造組合
は、2005（平成 17）年に「彩の国酒造り学校」
を開校。埼玉県内の若手の酒造技術者を集め、醸
造技術に関する講義や実技指導など数多くのプロ
グラムを２年間かけて行い、県内酒造の醸造技術
の向上に努めています。受講者は、2 級酒造技能

コラム　■小江戸蔵里
　川越市産業観光館「小江戸蔵里」は、1875( 明治 8) 年に創業した旧
鏡山酒造の酒蔵を当時の面影を残しつつ改装し、2010 年 10 月に開業。
2018 年 3 月にオープンした「ききざけ処 昭和蔵」では、埼玉県内 35
蔵（酒造組合加盟蔵は 34 蔵）の銘柄と、期間限定やオリジナル商品を
含めた全 40 種類の地酒をおちょこを片手に有料試飲機で飲み比べがで
き、お気に入りの清酒が買えるお土産コーナーも充実している。

士の資格取得を目標に、酒造技術の向上に取り組
み、これまで、約 100 名の卒業生が育ち、現在 7
期生が学んでいます。

「酒米・さけ武蔵」
　埼玉県農林総合研究センターでは、酒造好適米
の一つである「若水」を父に「改良八反流」を母
に、12 年の歳月をかけて 2004（平成 16）年に、
埼玉県で初の酒米「さけ武蔵」を開発。「さけ武蔵」
は、大粒品種で、良質の麹を作ることができるた
め、酒造りに大変適しています。

「埼玉地酒応援団」
　酒どころ埼玉の地酒の魅力を発信するため
2008 年に結成された「埼玉地酒応援団」では、
県内の全酒蔵を盛り上げ、県産地酒の知名度向上
や消費拡大を図ろうと、試飲会など多彩なイベン
トやＰＲ活動を行っており、
埼玉の地酒の認知度向上に
貢献しています。
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■埼玉 34 酒蔵（埼玉県酒造組合加盟）

■埼玉県の清酒課税移出数量と全国順位

埼玉県酒造組合資料から当研究所作成

埼玉県酒造組合資料から当研究所作成

㎘
埼
玉
県
の

 

酒
蔵

ぶぎんレポートNo.231　2019年 4月号46



Ⅱ．関東一の酒どころ  埼玉県

■清酒の出荷量は全国 4 位
　1970 年代以降の埼玉県における清酒
の出荷量の推移をみると、1988( 昭和
63) 年度に戦後ピークの 43,744 ｷﾛﾘｯﾄﾙ
を確保した後、減少傾向を続け、2007

（平成 19）年度には 2 万ｷﾛﾘｯﾄﾙを下回り
ましたが、その後は 2 万ｷﾛﾘｯﾄﾙ台を維持
しています。全国順位も、2000（平成
12）年度の 8 位から順位を上げ、2017

（平成 29）年度は、出荷量 21,233 ｷﾛﾘｯﾄﾙ、
全国 4 位と「関東一の酒どころ」の地位
を確保しています。
　埼玉県酒造組合に加盟する埼玉県内の酒蔵の数
は、1963（昭和 38）年には戦後ピークの 78 蔵
を数えましたが、消費量の減少とともに減少傾向
を辿り、現在は 34 蔵となっています。
　埼玉県酒造組合では、「酒どころ埼玉」の地酒の
更なる品質向上・知名度の浸透を図るため、次代
を担う若手杜氏の育成や、埼玉の地酒のＰＲや消
費拡大に向けた様々な取組みに注力しています。

■彩の国の豊かな風土と技術に育てられた “ 彩の酒 ”
「彩の国酒造り学校」
　次代を担う杜氏を育成するため埼玉県酒造組合
は、2005（平成 17）年に「彩の国酒造り学校」
を開校。埼玉県内の若手の酒造技術者を集め、醸
造技術に関する講義や実技指導など数多くのプロ
グラムを２年間かけて行い、県内酒造の醸造技術
の向上に努めています。受講者は、2 級酒造技能

コラム　■小江戸蔵里
　川越市産業観光館「小江戸蔵里」は、1875( 明治 8) 年に創業した旧
鏡山酒造の酒蔵を当時の面影を残しつつ改装し、2010 年 10 月に開業。
2018 年 3 月にオープンした「ききざけ処 昭和蔵」では、埼玉県内 35
蔵（酒造組合加盟蔵は 34 蔵）の銘柄と、期間限定やオリジナル商品を
含めた全 40 種類の地酒をおちょこを片手に有料試飲機で飲み比べがで
き、お気に入りの清酒が買えるお土産コーナーも充実している。

士の資格取得を目標に、酒造技術の向上に取り組
み、これまで、約 100 名の卒業生が育ち、現在 7
期生が学んでいます。

「酒米・さけ武蔵」
　埼玉県農林総合研究センターでは、酒造好適米
の一つである「若水」を父に「改良八反流」を母
に、12 年の歳月をかけて 2004（平成 16）年に、
埼玉県で初の酒米「さけ武蔵」を開発。「さけ武蔵」
は、大粒品種で、良質の麹を作ることができるた
め、酒造りに大変適しています。

「埼玉地酒応援団」
　酒どころ埼玉の地酒の魅力を発信するため
2008 年に結成された「埼玉地酒応援団」では、
県内の全酒蔵を盛り上げ、県産地酒の知名度向上
や消費拡大を図ろうと、試飲会など多彩なイベン
トやＰＲ活動を行っており、
埼玉の地酒の認知度向上に
貢献しています。
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